
す
ば
ら
し
さ
、
生
の
声
で
聞
い
て

こ
そ
分
か
る
情
熱
、
迫
力
、
安
ら

ぎ
…
。
間
に
は
、
正
木
さ
ん
の
篠

笛
、
奥
田
さ
ん
の
キ
ー
ボ
ー
ド
の

生
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
生
の
音

は
や
っ
ぱ
り
違
い
ま
す
ね
。
そ
れ

に
桜
茶
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う
の
お
も

て
な
し
も
あ
り
、
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
場
の
距
離
感
も

と
て
も
心
地
く
、
�
時
間
半
と
て

も
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
次
回
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

Maniwa ��

　

今
月
の
テ
ー
マ「
太
平
洋
戦
争
」

は
、
特
集
記
事
（　

〜　

㌻
）
に

��

��

掲
載
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
「
テ
ー
マ
」
以
外
の

お
便
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
る
。過
日
、

遠
く
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
お
客
さ
ま
を

お
招
き
し
ま
し
た
。
娘
が
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
た

と
き
に
お
世
話
に
な
っ
た
方
で
、

深
甚
な
学
生
で
す
。
日
本
文
化
が

色
濃
く
残
る
日
系
社
会
に
育
っ
た

若
者
は
、
図
ら
ず
も
私
た
ち
が
忘

れ
か
け
て
い
た
、
折
り
目
正
し
い

日
本
の
伝
統
文
化
を
残
し
た
人
で

し
た
。
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な

が
ら
、
こ
の
国
に
流
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
日
本
に

は
至
る
所
に
「
地
域
の
人
を
静
か

に
見
守
っ
て
い
る
神
仏
が
い
る
」

と
い
っ
た
話
を
し
た
と
き
に
は
感

動
の
趣
き
で
し
た
。
里
山
の
木
炭

を
使
っ
て
庭
で
肉
を
焼
く
際
に
、

火
起
こ
し
用
の
「
火
吹
き
竹
」
を

持
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
い
た
く
感

激
し
、
ハ
イ
テ
ク
日
本
の
原
点
を

見
る
よ
う
だ
と
も
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
何
気
な
い
生
活
用
品
に
日

本
人
の
知
恵
を
見
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
天
の
恵
み
が
地
に
結
晶

し
た
よ
う
な
季
節
、
月
天
心
に
有

り
、
真
庭
で
過
ご
し
た
時
間
を
彼

の
地
に
帰
っ
て
ど
う
伝
え
て
く
れ

る
の
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
小
さ

な
交
流
が
花
と
咲
き
実
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。

　

�
月
の
末
に
友
人
に
誘
わ
れ
て

朗
読
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
そ

こ
は
同
じ
真
庭
で
す
が
、
初
め
て

行
く
地
で
し
た
。
山
桜
が
今
が
盛

今
月
の
テ
ー
マ

�������
大
平
洋
戦
争 
�

お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テーマは
��神様�です 。
神様へのお願い事、私だ
けの神様など神様につい
て、 ���字程度でお寄せく
ださい。

川柳の兼題は
��昔�です。
お便りは、�月号に同封
したはがきをご利用くだ
さい。川柳の締め切りは
�月��日�です。

�月号では、

���月 �
 についてお便りを募集
しています。
（�月��日締め切り）

��月号 読者の広場

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。

今 月は、寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

り
と
咲
く
蒜
山
と
打
っ
て
変
わ

り
、
青
々
と
新
緑
の
眩
し
い
関
の

地
で
し
た
。「
柊
風
の
会
」
と
い
わ

れ
る
だ
け
あ
り
、
趣
の
あ
る
お
庭

の
柊
は
、
見
事
な
枝
ぶ
り
に
し
つ

ら
え
て
あ
り
、
そ
こ
に
置
か
れ
た

タ
ヌ
キ
は
、
こ
ち
ら
に
睨
み
を
利

か
せ
て
い
ま
し
た
。
通
さ
れ
た
日

本
間
の
ガ
ラ
ス
の
欄
間
の
桜
は
、

春
の
会
場
に
色
を
添
え
る
も
の
で

し
た
。
金
子
み
す
ず
の
詩
の
朗
読

に
始
ま
り
、
上
田
秋
成
の
浅
茅
ケ

宿
…
。
柊
風
の
会
の
�
人
の
方
々

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
人
ら
し
く

読
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
穏
や
か
に

読
ま
れ
る
方
、
活
発
に
読
ま
れ
る

方
、
情
熱
を
持
っ
て
読
ま
れ
る
方

…
そ
の
人
と
な
り
が
表
れ
て
い
て

よ
か
っ
た
で
す
。
こ
の
人
の
朗
読

を
も
っ
と
聞
き
た
い
、
と
思
う
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。
私
も
読
む
の

が
好
き
で
朗
読
の
深
さ
、楽
し
さ
、

声
に
出
し
て
読
む
こ
と
の
難
し

さ
、
読
ん
で
こ
そ
分
か
る
作
品
の

▼

 PN とうま

▼

 PN ゆみちゃん

��
火
吹
き
竹
�

平
元　

彰
さ
ん（
若
代
）

▼

 PN 家族団らん

��
心
地
よ
い
朗
読
会
�

　
 
か
じ
か
蛙
さ
ん（
蒜
山
）

PN



愛称募集�愛称募集�

�歳のお祝いに
広報真庭に写真を

���Maniwa

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりが
な）�性別�生年月日�住所�
応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総合政策部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ�-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

 瀬  島   渚 月    くん

せ じま なつ き

Ｈ������ 生まれ（下河内）
◯応  光一郎・春香さん（両親）

 行  田   心 晴    ちゃん

ゆき だ こ はる

Ｈ������ 生まれ（蒜山下福田）
◯応  恭明・輝良子さん（両親）

 大  塚   琴 奈    ちゃん

おお つか こと な

Ｈ������� 生まれ（関）
◯応  康広・弘美さん（両親）

 松  崎   真 央    ちゃん

まつ ざき ま お

Ｈ������� 生まれ（余野上）
◯応  美里さん（母）

 美  甘   賢 伸    くん

み かも けん しん

Ｈ������� 生まれ（蒜山下福田）
◯応  紗弥子さん（母）

 中  山   陽 翔    くん

なか やま はる と

Ｈ������� 生まれ（福田）
◯応  昌彦・美絵さん（両親）

 中  山   皓 翔    くん

なか やま ひろ と

Ｈ������� 生まれ（福田）
◯応  昌彦・美絵さん（両親）

 山  中  甚  之 右    くん

やま なか しん の すけ

Ｈ������� 生まれ（鹿田）
◯応  裕治・彩さん（両親）

初めて迎える誕生日の記念

に、お子さんの写真を広報

真庭に掲載しませんか。お

送りいただければもれなく

掲載します。持参、郵送、

メールいずれでも結構です。

�月�日に誕生したヒナ

�月�日に
誕生したヒナ

応募のあったものの中から、それぞれ�つを選
んで命名式を行う予定です。命名者が複数の
場合は、命名理由などを基に選考します。

タンチョウのヒナが生まれました！

蒜山タンチョウの里で、真庭市初のヒナが
誕生しました。生まれた�羽の愛称を募集しますので、
ふるってご応募ください。
�問   生活環境部環境課　本田　℡�-��-����

■応募方法　環境課および各振興局に用意している応募用紙
にヒナの名前（�つまで）とその名前にした理由、その他必
要事項を記入し、提出してください。
■募集期間　�月�日�～�月�日�
■応募先　環境課（〒���-���� 真庭市久世����-�）
■その他　・応募用紙は真庭市ホームページにもあります。
　　　　　・ヒナの名前はカタカナで書いてください。
　　　　　・これまで岡山県内のタンチョウの名前として
　　　　　　使われているものは対象となりません。
　　　　　・ヒナの性別は現在のところ不明です。

９
月
生
ま
れ
募
集
中
！



Maniwa ��

�����
　  〒���-����　真庭市落合垂水���
　  落合ショッピングセンターサンプラザ�階
　  ＴＥＬ�-��-����　ＦＡＸ�-��-����
　  開館時間　�：��～��：��　
　  休館日　年末年始（土・日・月は不定休）

今月のおすすめの本目
が
見
え
な
い
こ
と
は
怖
い

　
　

加
藤
惟
吹
く
ん（
樫
西
）

　

学
校
の
授
業
で
、
目
が
見
え
な

い
体
験
を
し
ま
し
た
。
僕
は
、
目

が
見
え
な
い
こ
と
は
、
真
っ
暗
で

と
て
も
怖
い
と
感
じ
ま
し
た
。
目

隠
し
を
し
て
歩
く
体
験
を
し
た
と

き
、
歩
く
の
も
大
変
で
し
た
が
、

道
を
教
え
た
り
す
る
サ
ポ
ー
ト
も

難
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
困
っ
て
い
る
人
に
は
声
を

掛
け
て
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に

は
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
房
で
カ
フ
ェ
を
開
き
た
い

沼
本
通
明
さ
ん（
上
水
田
）

　

北
房
異
業
種
交
流
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
仕
事
で
食
品

業
界
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
、
退

職
を
機
に
カ
フ
ェ
を
開
き
た
い
と

思
い
参
加
し
ま
し
た
。
お
茶
の
出

し
方
や
宣
伝
方
法
な
ど
を
教
え
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

交
流
会
で
は
色
々
な
職
種
の
人
と

出
会
え
る
の
で
、
お
互
い
に
ど
ん

な
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
て
、
そ
の

技
術
を
ど
の
よ
う
に
生
か
せ
る
の

か
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
勉
強
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
の
事
業

の
展
開
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
地
蔵
様
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た

宮
谷
菜
春
さ
ん（
田
原
）

　

真
庭
高
校
落
合
校
地
の
選
択
授

業
の
一
環
（
美
術
）
で
、
し
め
山

冒
険
ツ
ア
ー
�
に
参
加
し
ま
し

自然を肌で感じ、田畑になる
土地が確保できる田舎では、
自給自足のライフスタイルに
挑戦しやすいのもいいところ
の一つです。手軽に挑戦でき
ることから、いつかトライして
みたいことまで、田舎暮らし
の楽しみ方とさまざまなノウ
ハウを分かりやすく紹介。

た
。
上
り
坂
が
結
構
き
つ
か
っ
た

で
す
。
お
地
蔵
様
に
彫
っ
て
あ
る

字
に
紙
を
当
て
て
こ
す
り
、
字
を

写
す
作
業
は
な
か
な
か
字
が
写
ら

ず
大
変
で
し
た
。
先
生
か
ら
事
前

に
、
し
め
山
に
は
八
十
八
体
の
お

地
蔵
様
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
の

で
す
が
、
実
際
に
来
て
み
る
と
、

本
当
に
い
っ
ぱ
い
お
地
蔵
様
が
あ

っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た

参
加
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
今
日

と
は
違
う
ル
ー
ト
を
通
っ
て
、
し

め
山
の
事
を
も
っ
と
知
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

「主夫になってはじめてわかった主婦のこと」
中村シュフ／著　猿江商會

フルタイムで働く妻との結
婚を機に専業主夫になった
著者。主夫として家事・育
児をこなす中で徐々にわか
ってきた家事に対する考え
方や家事を楽しむヒントが
本書には書かれています。
家事をする人もしない人も
「家事」という仕事を考える
きっかけになる�冊です。

田原氏は小学校�年生の時
に終戦を迎えました。それか
ら��年後、同じ�年生になっ
た双子の孫に子どもの頃の
鮮烈な思い出を語ってきか
せます。日本はなぜあんな戦
争をすることになってしまっ
たのか？満州事変から朝鮮戦
争までの日本の現代史をわ
かりやすく解説しています。

「おじいちゃんが孫に語る戦争」
田原総一朗／作　講談社

「週末田舎暮らしの便利帳」
金子美登／監修　成美堂出版

「ウルトラマンをつくったひとたち」
いいつかさだお／作　偕成社

����年に生まれ、今も愛されるウルトラマンが、ど
のように作られていたのか制作現場の裏側を見て
まわろう。ウルトラマン
が多くの人に支えられ、
手間暇をかけて作られ
ていたかがよく分かりま
す。おじいちゃん、お父
さん、お子さん�世代
で楽しめます。

▼

 PN アルデバラン

▼

 PN いつき

▼

 PN ハナ王子



まだらに染まる夕焼け
�月�日、真庭の上空にちょっと変わった夕焼け雲が表れました。神々
しいような、不気味なような。変わった形の雲は地震や災害の予兆とい
う説もありますが、幸い何も起こりませんでした。

��� Maniwa

川 柳   「気分」
イ
ラ
イ
ラ
の
気
分
し
ず
め
の
タ
バ
コ
す
う　

君
影
草　
　
　

組

気
分
が
よ
い
と
仲
人
薦
め
て
今
の
妻　
　
　

水
せ
ん　
　
　

久
世

下
手
な
句
が
抜
け
て
び
っ
く
り
い
い
気
分　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

出
雲
路
を
ル
ン
ル
ン
気
分
バ
ス
の
旅　
　
　

江
原
英
子　
　

久
世

気
分
よ
く
今
日
も
生
き
ら
れ
明
日
も
生
き　

菊
池
俊
男　
　

本
郷

気
分
よ
く
今
日
も
一
日
暮
れ
て
行
き　
　
　

小
椋
蓉
子　
　

下
湯
原

気
分
よ
い
産
声
重
さ
大
と
言
う　
　
　
　
　

松
竹
梅　
　
　

上
水
田

古
稀
過
ぎ
て
気
分
新
た
に
趣
味
の
会　
　
　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
気
分
次
第
で
遠
ま
わ
り　
　

岩
古
房
恵　
　

蒜
山
東
茅
部

酔
ふ
程
に
気
分
は
遂
に
天
下
人　
　
　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

差
し
向
い
女
房
と
手
酌
で
い
い
気
分　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

若
い
ね
と
云
わ
れ
内
心
い
い
気
分　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

献
立
で
妻
の
気
分
が
よ
く
わ
か
り　
　
　
　

則
金
い
ず
み　

鍋
屋

気
分
よ
く
米
寿
を
祝
う
母
の
唄　
　
　
　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

欠
席
と
決
め
て
気
分
が
軽
く
な
る　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

御
気
分
が
良
い
か
病
室
窓
が
あ
き　
　
　
　

松
尾
千
恵
子　

月
田

世
わ
た
り
も
気
分
の
持
ち
よ
で
長
生
き
し　

門
野
順
子　
　

月
田

選：落合川柳会　石原英幸さん
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▼

 PN ゆい

今
月
の���

▼

 PN ぶどう

真庭市栄養改善協議会の提供です

玉ねぎとさけるチーズのサラダ

夏にピッタリ ！
チーズがよく合う一品です

今月のレシピ
提供は

小槇博子さん
（勝山支部）

 材料 （４人分）

・さけるチーズ �本（��ｇ）
・キュウリ  �本　・タマネギ  中�個
・大葉   �枚　・ミニトマト   �個
　　 砂糖　小さじ�
　　 塩　小さじ�/�
　　 酢　大さじ�
　　 しょうゆ　小さじ�
　　 ごま油　小さじ�

 作り方

＜１人分栄養価＞
　エネルギー�� ｋｃａｌ    たんぱく質 �.�ｇ  
　脂質 �. �ｇ  カルシウム �� �
　食塩相当量 �. �ｇ

�
�
�
�
�
�
�

◯A
 

①さけるチーズは長さを半分にして細かく
裂く。キュウリ は輪切りにする。タマネギ
は薄切 り にして水にさらし、水気を絞る。
②ボウルにＡの材料を入れてよく混ぜ、
冷やしておく。
③別のボウルにミニトマト以外の材料を
入れてよく混ぜ、器に盛ってミニトマ
トを飾る。
④食べる直前にＡをかける。



　

真
庭
の
夏
を
盛
り
上
げ

る
恒
例
行
事
で
あ
っ
た

「
旭
川
い
か
だ
祭
り
」が
�

月
�
日
、　

年
の
歴
史
に

��

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
タ
イ

ム
を
競
う
早
下
り
と
芸
術

性
な
ど
を
競
う
ゆ
う
ゆ
う

下
り
の
�
部
門
に
計　

チ
��

ー
ム
が
参
加
。
川
東
公
園

前
〜
落
合
庁
舎
前
ま
で
の

�
㌔ 
の
流
れ
を
下
り
、
ゴ

ー
ル
で「
最
後
の
雄
姿
を
」

と
待
つ
観
客
の
声
援
と
拍

手
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

い
か
だ
祭
り
は
、

河
川
環
境
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
と

昭
和　

年
に
、
当

��

時
の
落
合
商
工
会

青
年
部
が
中
心
に

な
っ
て
開
催
。「
若

貴
」「
野
茂
英
雄
」

「
オ
バ
マ
大
統
領
」

な
ど
、
そ
の
年
の

流
行
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
い
か
だ
を
見

る
の
も
楽
し
み
の

一
つ
で
し
た
。

　

�
月
�
日
、
県
道
北
房

川
上
線
の
真
庭
市
と
新
庄

村
を
結
ぶ
「
野
土
路
ト
ン

ネ
ル
」
が
開
通
。
積
雪
時

は
通
行
不
能
だ
っ
た
峠
越

え
の
ル
ー
ト
に
代
わ
り
、

季
節
を
問
わ
ず
大
型
車
で

も
常
時
通
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、

真
庭
地
域
を
巡
る
真
庭
回

廊
の
周
遊
性
も
高
ま
り
、

生
活
や
観
光
な
ど
あ
ら
ゆ

る
面
で
の
利
便
性
が
高
ま

り
ま
し
た
。

 
平
成　

年
��

旭
川
い
か
だ
祭
り 
ザ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル

最
後
の
水
上
の
雄
姿
に
声
援
と
拍
手

真
庭
回
廊
つ
な
ぐ

ト
ン
ネ
ル
が
開
通

 
平
成　

年
��

 
平
成　

年
��

光
る
巨
大
は
ん
ざ
き

温
泉
街
に
現
る
！

蒜山三座を背に行われた開通式

真
庭
市
制
施
行　

周
年
特
別
企
画（
広
報
真
庭 
ア
ー
カ
イ
ブ
）

��

�
��
��
�
�
�
������
月
版

真
庭
市
が
積
み
重
ね
て
き
た　

年
間
。あ
の
年
の

��

�
月
の
出
来
事
を
見
て
、ち
ょ
っ
と
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 �

■第�回真庭市老連美甘支部長杯ゲートボール大会
　�月��日�　美甘グラウンド

■神庭の滝ライトアップ
　�月��日�～�月�日�　神庭の滝

■真庭市文化芸術祭「音楽の絵本」コンサート
　 ～ダンディズム
　�月�日�　勝山文化センター

■第��回はんざき祭り
　�月�日�～�日�　湯原温泉街

■今から始める終活セミナー
　�月�日�　勝山文化センター

■ＡＫＩＫＯ＆ＦＥＬＩＰＥ ＣＤ「波と風の歌」発売記念Ｌｉｖｅ
　�月��日�　久世エスパス

■ひるぜん花火大会
　�月��日�　蒜山中福田地内

■子ども防災ｄａｙキャンプｉｎ真庭高校
　�月��日�　真庭高校落合校地

■学校教育センター教育講演会
　�月��日�　勝山文化センター

■エスパスサマーライブ���� ＤＩＳＨ//
　�月��日�　久世エスパス

■トペラトトと絵ちゃりてぃ音楽会
　�月��日�　久世エスパス

■久世地域敬老会
　�月�日�　久世エスパス

■ゆばら音泉～はんざき L I VE～
　�月�日�　湯原ふれあいセンター

市制施行
��周年記念�����������������������ご紹介

　

�
月
�
日
に
湯
原
温
泉

街
で
行
わ
れ
た
は
ん
ざ
き

祭
り
に
巨
大
は
ん
ざ
き
ね

ぶ
た
が
出
現
し
ま
し
た
。

こ
の
年
で　

回
と
な
る
節

��

目
を
記
念
し
て
地
域
の
有

志
が
製
作
し
た
も
の
で
、

全
長　
 
㍍ 
の
は
ん
ざ
き
が

��

怪
し
く
光
る
様
子
は
圧
倒

的
。
以
来
、
は
ん
ざ
き
ね

ぶ
た
は
毎
年
祭
り
の
日
に

登
場
し
、
迫
力
の
姿
を
見

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

Maniwa ��

※「冠事業」とは、��周年記念事業である旨を名称に冠して行う事業のことです。
　（終了した事業も一部掲載しています）

ゴール前で観客の声援に応える参加者

初お目見えしたはんざきねぶた

　市民の皆さんから応募いただいた真庭の「人」の写真、
小中学生から募集した��周年記念まにぞうの応募作品を
巡回展示します。

・北房振興局　�月�日�～��日�
・落合振興局　�月��日�～��日�
・勝山振興局　�月��日�～�月�日�

真庭の ��展  と
���周年記念

�����応募
作品展



��� Maniwa

■ジャパンオープン����　�/��～��　東京都
　■東京都冬季水泳大会　�/��　東京都
　　　　　　　　成績上位により出場　��ｍ背泳ぎ
　　　　　　　　�赤木彩乃（勝山）

■全国建具フェア
　�/��～��　東京都
　日本インテリアデザイナー
　協会理事長賞
　「移動壁 真庭」（佐田建美）�

■第��回全日本リトルリーグ野球選手権大会
　�/��～��　福島県
　■同大会中国連盟予選　�/��～�/��
　広島県他　優勝
　　　 岡山リトル-名和洸太（落合垂水）�

■第�回全国高等学校�人制ラグビーフットボール大会
　　　　　　　　�/��～��　長野県
　　　　　　　　■同大会岡山県予選 　�/��　美作市
　　　　　　　　優勝　津山工業高等学校-
　　　　　　　　�池田喬紀（下方）

■第��回全日本クラブ男子ソフトボール
　選手権大会　�/��～��　山形県
　■同大会中国地区予選会 
　�/��～��　島根県
　Ｂ組�位　新見城山クラブ-頭山翔一（開田）▲

■第��回全日本女子ユース（Ｕ-��）サッカー選手権大会
　�/��～��　大阪府
　■同大会中国地域予選 
　�/��～��　鳥取県
　優勝　岡山湯郷ベルＵ��
　写真右：磯田弥那（組）
　写真左下から：保田　陽（台金屋）、
　杉本紗良（栗原）、山上ひとみ（久世）

■平成��年度全国高等学校総合体育大会（バレーボール）
　�/��～�/�　大阪府
　■同大会岡山県予選会 　�/�～��
　笠岡市他　優勝
　　　　 就実高等学校-近藤唯奈（久世）�

■文部科学大臣杯第��回小学生・中学生全国空手道
　選手権大会　�/�～�　静岡県
　■日本空手協会第��回岡山県空手道
　選手権大会　�/��　浅口市
　【小学�年生】
　女子の部　形�位・組手�位・
　団体形（推薦）　　　　岡本愛和（目木）�
　【小学�年生】 写真左から：女子の部
　形�位・組手�位・団体形（推薦）　鳥山望愛（久世）、
　女子の部　団体形（推薦）　山根菜々夏（久世）、
　男子の部　形�位　丸山翔太（多田）

■第��回全国高等学校剣道大会
　�/�～�　和歌山県
　■同大会岡山県予選   �/�～�   倉敷市
　【男子団体】 優勝　津山工業高等学校
　写真左から：
　矢萩尚仁（下方）、
　西　湧太（宮地）

■平成��年度全国高等学校総合体育大会
　（サッカー）　�/�～�　兵庫県
　■同大会兵庫県予選会 　�/��～�/�
　兵庫県　優勝
　 日ノ本学園高等学校-金平莉紗（大庭）�

■第��回全日本少年少女空手道選手権大会
　�/�～�　東京都
　■第��回岡山県少年少女空手道選手権大会
　�/��　岡山市　
　【小学�年生女子】 形�位・組手�位　岡本愛和（目木）
　【小学�年生女子】 形�位　鳥山望愛（久世）

  上を目指して（中国大会や県大会など）

■第��回中村賞　�/�　岡山市
　青少年団体・グループの部
　落合男子ジュニアバレーボールスポーツ少年団
　青少年育成団体の部
　しらうめスポーツクラブ、金屋・五反こども見守り隊

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

故人に叙位・叙勲
●瑞宝単光章
　山本美津夫さん（宮地） ��歳
　元真庭市消防団副団長（平成��年�月��日逝去）


